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は
じ
め
に
 

　
 

　
米
国

‐綿
花
補
助
金
事
件
は
、
米
国
の
綿

花
保
護
政
策
に
対
し
ブ
ラ
ジ
ル
が
申
し
立
て

た
も
の
で
あ
る
。
綿
花
生
産
は
日
本
で
は
国

内
生
産
が
な
い
こ
と
か
ら
関
心
が
持
た
れ
に

く
い
分
野
で
あ
る
が
、
発
展
途
上
国
に
お
い

て
は
貴
重
な
外
貨
獲
得
手
段
で
あ
る
一
方
、

主
要
な
輸
出
国
は
米
国
で
あ
り
、
そ
の
保
護

政
策
に
よ
り
綿
花
の
世
界
価
格
が
下
落
し
、

発
展
途
上
国
の
輸
出
、
ひ
い
て
は
そ
の
経
済

発
展
を
阻
害
し
て
き
た
と
非
難
さ
れ
て
き
た
。

米
国
の
綿
花
保
護
政
策
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
に
お
い
て
西
ア
フ
リ
カ
諸
国

　（1）

か
ら
い
わ

ゆ
る
「
綿
花
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」　（2）

が
提
出
さ

れ
、
農
業
委
員
会
に
綿
花
小
委
員
会
が
設
立

さ
れ
る
な
ど
、
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
農
業

交
渉
に
お
け
る
1
つ
の
焦
点
と
も
な
っ
て
お

り
、
本
事
件
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
綿
花
保

護
政
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
判
断
が
出
さ

れ
る
の
か
が
注
目
を
集
め
た
。
本
稿
に
お
い

て
は
、
本
件
（
原
手
続
・
履
行
手
続
）
に
お
け

る
農
業
協
定
・
補
助
金
及
び
相
殺
措
置
に
関

す
る
協
定
（
S
C
M
協
定
）
の
解
釈
に
つ
い

て
簡
略
に
解
説
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 
１
　
事
実
関
係
及
び
経
過
 

（１）

米
国
の
綿
花
保
護
政
策
 

　
本
件
に
お
い
て
は
、
米
国
が
1
9
9
6
年

農
業
法
及
び
2
0
0
2
年
農
業
法
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
内
助
成
、
輸
出
補
助
金
、
輸

出
信
用
保
証
に
よ
り
、
綿
花
輸
出
を
保
護
し

て
い
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た

　（3）

。
具
体
的

に
問
題
と
さ
れ
た
措
置
は
、
国
内
助
成
措
置

と
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ロ
ー
ン
支
払

い（m
ark

etin
g
 loan

 p
ay

m
en

ts
: M

L
P

）、

綿
花
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
、
生
産
調
整
契
約

（production flexibility contract
: P

F
C

）

支
払
い
、
市
場
損
失
補
助
（m

ark
et 

loss 

assistance: 
M

L
A

）
支
払
い
、
直
接
支
払
い

（direct paym
ents

: D
P

）、
価
格
変
動
対
応

型
支
払
い
（cou

n
ter-cy

clical 
p
ay

m
en

ts: 

C
C
P

）、
作
物
保
険
（crop insurance

: C
I

）

支
払
い
、
綿
実
（cotton

seed
s
: 
C
S

）
支
払

い
、
輸
出
補
助
金
措
置
と
し
て
、
輸
出
者
向

け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
及
び
2
0
0
0
年

E
T
I
法
に
基
づ
く
輸
出
補
助
金
、
輸
出
信

用
保
証
と
し
て
、
短
期
保
証
（G

S
M

-102

）、

中
期
保
証
（G

S
M

-103

）、
供
給
者
信
用
保
証

プ
ロ
グ
ラ
ム
（SC

G
P

）
で
あ
る
。 

　
国
内
助
成
措
置
の
う
ち
、
P
F
C
支
払
い

と
D
P
は
指
定
作
物
の
生
産
者
に
対
し
て
基

準
作
付
面
積
に
応
じ
て
毎
年
一
定
額
を
支
払

う
も
の
で
あ
る

　（4）

。
ま
た
、
C
C
P
は
１

9
9
6
年
農
業
法
で
廃
止
さ
れ
た
不
足
払
い

制
度
を
2
0
0
2
年
農
業
法
に
お
い
て
実
質

的
に
復
活
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
目
標
価
格

を
市
場
価
格
＋
固
定
支
払
額
が
下
回
っ
た
場

合
に
そ
の
差
額
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

　
綿
花
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
は
、
一
定
期
間

に
お
い
て
、
米
国
産
綿
花
の
北
欧
輸
出
価
格

が
、
北
欧
の
基
準
価
格
を
一
定
以
上
の
金
額

で
下
回
り
、
か
つ
、
調
整
国
際
価
格
が
融
資

単
価
の
1
3
0
％
以
下
で
あ
っ
た
場
合
に
、

そ
の
差
額
（
北
欧
輸
出
価
格

‐北
欧
基
準
価

格
）
を
補
填
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
対
象

が
国
内
使
用
者
及
び
輸
出
者
と
な
っ
て
お
り
、

輸
出
者
向
け
の
も
の
は
輸
出
補
助
金
に
あ
た

る
と
し
て
問
題
と
さ
れ
た
。 

　
ま
た
、
輸
出
信
用
保
証
措
置
は
、
穀
物
商

社
な
ど
の
民
間
企
業
が
、
外
貨
購
買
力
の
乏

し
い
国
や
そ
う
し
た
国
の
民
間
企
業
に
対
し

て
行
う
信
用
売
り
に
つ
い
て
政
府
が
保
証
を

行
う
こ
と
で
、
商
品
金
融
公
社
（C

C
C

）
を

通
じ
て
保
証
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｇ

Ｍ
Ｓ
―

1
0
2
は
期
間
90
日
以
上
3
年
未
満

の
保
証
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
―

1
0
3
は
期
間
3
年
以

上
10
年
の
保
証
、
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
Ｇ
Ｐ
は
、
銀

行
を
介
さ
ず
に
、
直
接
輸
出
者
に
対
し
、
海

外
購
入
者
の
代
金
支
払
い
の
信
用
を
保
証
す

る
も
の
で
あ
る
。 

 （２）

ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る
W
T
O
紛
争
解
決
手

続
の
申
立
て
 

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
国
内
助
成
に
関
し
て
、
国

内
助
成
削
減
約
束
対
象
か
ら
の
除
外
の
根
拠

に
つ
い
て
定
め
る
農
業
協
定
附
属
書
2
に
違

反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
輸
出
補

助
金
に
関
し
て
は
、
輸
出
者
向
け
ス
テ
ッ
プ

2
支
払
い
が
農
業
協
定
第
9
条
1
項
(a)
の
輸

出
補
助
金
に
あ
た
り
、
農
業
協
定
第
3
条
及

び
第
8
条
に
違
反
す
る
こ
と
、
こ
の
代
替
的

主
張
と
し
て
、
本
支
払
い
が
農
業
協
定
第
9

条
1
項
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
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第1表　米国・綿花補助金事件の経過 

第2表　各保護政策とWTO違反との関係 

 原　手　続 

2003.3.18 パネル設置 

2004.9.8 パネル報告 

2005.3.3 上級委員会報告 

2005.3.21 DSBによるパネル・ 
 上級委員会報告書採択 

 履行確認手続 

2006.9.28 パネル設置 

2007.12.18 パネル報告 
2008.6.2 上級委員会報告 

2008.6.20 DSBによるパネル・ 
 上級委員会報告書採択 

 仲 裁 手 続 

2005.7.15 仲裁廷設置決定 
      /10.18 （履行確認手続が行われたため、 
 仲裁手続は一時停止） 

2008.8.25 ブラジルが仲裁手続の再開を要請 

2009.8.31 仲裁判断 

13条(a)グリーン
ボックス補助金
にはあたらない 

市場価格連動型国内助成
（MLP, ステップ2、MLA、CCP）
については、価格上昇阻害
効果を持ち、「著しい害」を与
えたと判断 

譲許表にない「輸出補助金」であり、3条3項、
8条違反 

9条1項のリストにはない輸出補助金or削
減約束の迂回であり、10条1項違反 

13条(b)(ii)の特定の
産品についての助成
に当たり、1992年の
助成を上回ることから
同項の要件を満たさ
ない 
→SCM協定の適用
対象となる 

農業協定 
SCM協定「著しい害」 
（5条(c)、6.3条(c)） 

SCM協定「禁止補助金」 
（3条） 

 輸出補助金 

　ステップ2支払い（輸出） 

 

 

　輸出信用保証 

ステップ2：輸入代替補助金 
（3.1条（b）違反） 

3.1条(a)、3.2条に違反する 
「輸出補助金」 
 

農業協定の例外が認めら
れない輸出補助金であり、
3.1条(a)、3.2条に違反する
「輸出補助金」 

 国 内 助 成 

　PFC支払い 

　DP 

　MLP 

　MLA支払い 

　ステップ2支払い（国内） 

　CCP 

　CS支払い／CI支払い 

輸
出
補
助
金
で
あ
り
、
第
10
条
1
項
に
い
う

「
輸
出
補
助
金
に
関
す
る
約
束
の
回
避
を
も

た
ら
し
ま
た
は
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
方

法
で
用
い
ら
れ
て
」
い
る
も
の
で
あ
る
と
主

張
し
た
。 

　
輸
出
信
用
保
証
措
置
に
つ
い
て
は
、
一
連

の
措
置
が
農
業
協
定
第
10
条
1
項
に
い
う

輸
出
補
助
金
に
関
す
る
約
束
の
回
避
を
も
た

ら
し
ま
た
は
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
約
束
さ
れ
て
い
な
い

（unscheduled

）
産
品
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
、

第
10
条
1
項
及
び
第
8
条
違
反
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
約
束
さ
れ
て
い
る
産
品
に
つ
い
て
は
、

輸
出
補
助
金
約
束
の
回
避
を
も
た
ら
す
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。 

　
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
国
内
使
用
者
向
け

ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
は
、
S
C
M
協
定
3
・

1
条
(b)
に
違
反
す
る
輸
入
代
替
補
助
金
（
国

産
品
優
遇
補
助
金
）
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
、
一

連
の
国
内
助
成
措
置
は
、
S
C
M
協
定
に
い

う
「
著
し
い
害
」
を
与
え
た
と
主
張
し
た
。 

 （３）

経
過
 

　
本
件
の
経
過
は
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

原
手
続
に
お
い
て
パ
ネ
ル
及
び
上
級
委
員
会

（
上
級
委
）
の
報
告
を
受
け
て
紛
争
解
決
機
関

（D
SB

）
は
米
国
に
対
し
措
置
の
是
正
を
勧
告

し
た
。
具
体
的
に
は
、
輸
出
信
用
保
証
及
び

輸
出
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
に
つ
い
て

の
農
業
協
定
と
の
整
合
性
確
保
、
禁
止
補
助

金
に
該
当
す
る
補
助
金
の
廃
止
、「
著
し
い
害
」

が
あ
る
と
さ
れ
た
国
内
助
成
に
つ
い
て
そ
の

悪
影
響
を
除
去
す
る
た
め
の
適
当
な
措
置
を

採
る
こ
と
な
ど
が
勧
告
さ
れ
た
。 

　
米
国
は
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
の
廃
止
、
輸

出
信
用
保
証
に
つ
い
て
の
新
た
な
料
率
体
制

の
公
表
な
ど
を
行
っ
た
が
、（
著
し
い
害
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
）
M
L
P
・
C
C
P
に
つ
い

て
は
変
更
を
行
わ
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
、

こ
れ
ら
が
依
然
と
し
て
著
し
い
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
輸
出
信
用
保
証
に

つ
い
て
履
行
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
を

主
張
し
、
履
行
確
認
手
続
パ
ネ
ル
の
設
置
を

要
請
し
た
。 

　
そ
し
て
、
履
行
確
認
手
続
に
お
い
て
米
国

が
原
手
続
の
勧
告
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
対
抗
措

置
に
関
す
る
仲
裁
手
続
を
求
め
、
2
0
0
9

年
8
月
31
日
に
仲
裁
判
断
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

　
な
お
、
本
件
に
お
け
る
争
点
を
簡
単
に
図

式
化
す
る
と
第
2
表
の
よ
う
に
な
る
。 
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2
　
原
手
続
 

（１）

パ
ネ
ル
判
断
 

 １）

国
内
助
成
措
置
 

　
国
内
助
成
措
置
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
Ｐ

Ｆ
Ｃ
支
払
い
と
D
P
が
、
農
業
協
定
上
グ
リ

ー
ン
ボ
ッ
ク
ス
補
助
金
に
あ
た
る
か
ど
う
か

が
問
題
と
さ
れ
た
。
パ
ネ
ル
は
、
削
減
約
束

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
根
拠
を
列
挙
す
る
農

業
協
定
附
属
書
2
パ
ラ
6
(b)
は
、
デ
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
が
認
め
ら
れ
る
要
件
の
1
つ
と
し
て
、

支
払
い
が
基
準
期
間
後
の
生
産
の
タ
イ
プ
に

関
連
し
な
い
こ
と
ま
た
は
基
づ
か
な
い
こ
と

を
規
定
し
て
い
る
が
（7.366

）　（5）
、
Ｐ
Ｆ
Ｃ
支
払

い
及
び
D
P
の
額
は
い
ず
れ
も
野
菜
及
び
果
樹

を
除
い
た
作
付
け
対
象
作
物
に
関
す
る
生
産

調
整
制
限（planting flexibility lim

itations

）

に
基
づ
い
て
変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
り（7.384

）、

対
象
作
物
か
ら
野
菜
・
果
樹
が
除
外
さ
れ
て

い
る
こ
と
及
び
作
付
け
対
象
作
物
が
広
い
と

は
い
え
一
応
の
限
定
が
あ
る
こ
と
は
生
産
の

タ
イ
プ
に
関
連
す
る
支
払
い
と
考
え
ら
れ

（7.385

）、
パ
ラ
6
(b)
に
適
合
し
な
い
こ
と
か

ら
、
農
業
協
定
第
13
条
(a)
を
満
た
さ
な
い
と

認
定
し
た
（7.414

）。 

　
次
に
、
米
国
の
国
内
助
成
措
置
が
１

9
9
2
市
場
年
度
中
に
決
定
さ
れ
た
助
成
の

水
準
を
超
え
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

パ
ネ
ル
は
、
1
9
9
2
市
場
年
度
と
対
象
期

間
の
助
成
を
各
年
度
ご
と
に
比
較
す
る
と
、

対
象
期
間
の
ど
の
年
度
の
助
成
も
1
9
9
2

市
場
年
度
の
助
成
を
上
回
っ
て
お
り
、
農
業
協

定
第
13
条
(b)
に
照
ら
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
第

5
条
、
第
6
条
、
ガ
ッ
ト
第
16
条
1
項
の
適

用
対
象
と
な
る
と
し
た
（7.608

）。 

  ２）

輸
出
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
 

　
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
農
業

協
定
第
9
条
1
項
(a)
に
い
う
「
輸
出
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
（con

tin
g
en

t 
on

 

export perform
ance

）」
交
付
さ
れ
る
補
助

金
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
き
、
被
申
立
国
の
米
国
は
、
ス

テ
ッ
プ
2
支
払
い
が
「
補
助
金
」
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
争
わ
な
か
っ
た
が
、
同
支
払

い
が
輸
出
者
と
国
内
使
用
者
の
双
方
に
提
供

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
輸
出

補
助
金
」
に
は
あ
た
ら
な
い
と
主
張
し
て
い

た
（7.684

）。 

　
パ
ネ
ル
は
、
輸
出
補
助
金
の
定
義
に
つ
い

て
、「
輸
出
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
基
づ
き
」
と

い
う
文
言
が
S
C
M
協
定
第
3
･
1
条
に
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
条
項
が
問
題
と
な
っ
た

過
去
の
事
例
も
参
照
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
、
輸
出
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い

が
輸
出
補
助
金
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
パ
ネ

ル
は
、
ま
ず
、
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
の
対
象

者
が
「
国
内
使
用
者
」
と
「
輸
出
者
」
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
米
国
で
生
産
さ
れ
る
綿
花
は
、

輸
出
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
を
受
け
る

た
め
に
輸
出
さ
れ
る
か
、
国
内
使
用
者
向
け

ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
を
受
け
る
た
め
に
国
内

に
お
い
て
購
入
さ
れ
る
と
い
う
2
つ
の
状
況

し
か
な
い
と
し
、
法
令
自
身
も
こ
の
2
つ
の

状
況
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
こ
と
か
ら

（7.722

‐7.725

）、
米
国
の
ス
テ
ッ
プ
2
支
払

い
の
対
象
者
の
す
べ
て
が
１
つ
の
「〔
綿
花
の
〕

使
用
者
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
く
く
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
は
同
意
し
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
輸
出
者
向
け
ス
テ
ッ
プ

2
支
払
い
は
常
に
輸
出
が
条
件
と
な
っ
て
お

り
、
輸
出
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
当
該
補
助

金
を
受
け
取
る
た
め
の
要
件
の
一
部
を
構
成

し
て
い
る
と
認
定
し
（7.734

‐7.739

）、
こ
の

支
払
い
が
義
務
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
か
ら

（7.742

‐7.746

）、
当
該
補
助
金
は
、
農
業
協

定
第
9
条
1
項
(a)
に
い
う
「
輸
出
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
基
づ
い
て
」
交
付
さ
れ
る
補
助
金

で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
米
国
は
、
綿
花
に

関
す
る
輸
出
補
助
金
削
減
約
束
を
行
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
第
3
条
3
項
の
「
譲
許
表

に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
農
産
品
に
つ
い
て
輸

出
補
助
金
を
交
付
し
て
は
な
ら
な
い
」
義
務
、

及
び
第
８
条
の
「〔
農
業
協
定
及
び
〕
譲
許
表

に
明
記
さ
れ
て
い
る
約
束
に
従
っ
て
行
う
場

合
を
除
く
ほ
か
、
輸
出
補
助
金
を
交
付
し
て

は
な
ら
な
い
」
義
務
に
違
反
す
る
と
結
論
し

た
（7.748

‐7.749

）。 

  ３）

輸
出
信
用
保
証
措
置
 

　
輸
出
信
用
保
証
措
置
に
つ
い
て
は
、
米
国

の
実
施
し
て
い
る
3
つ
の
輸
出
信
用
保
証
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
農
業
協
定
第
5
部
の
輸
出
補
助

金
に
関
す
る
規
定
に
合
致
す
る
も
の
か
ど
う

か
が
問
題
と
な
っ
た
。 

　
輸
出
信
用
保
証
に
つ
い
て
は
、
農
業
協
定

第
10
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
パ
ネ
ル
は
、

①
米
国
の
輸
出
信
用
保
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
農

業
協
定
第
10
条
1
項
に
い
う
輸
出
補
助
金
か

ど
う
か
、
②
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
第
10
条
1
項

及
び
第
8
条
を
満
た
す
輸
出
補
助
金
か
ど
う

か
、
を
検
討
し
た
上
で
、
③
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
第
10
条
2
項
に
い
う
、
第
10
条
1
項
の
輸

出
補
助
金
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か

を
検
討
し
た
（7.789

‐7.791

）。 

　
ま
ず
、
①
及
び
②
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
は
、

S
C
M
協
定
附
属
書
1
の
「
輸
出
補
助
金
の
例

示
表
」
( j)
が
、
輸
出
信
用
保
証
制
度
が
輸
出

補
助
金
で
あ
る
場
合
を
規
定
し
て
い
る
と
し
、

同
項
は
、
長
期
的
な
運
用
に
係
る
経
費
及
び

損
失
を
補
填
す
る
に
は
不
十
分
な
料
率
で
、

輸
出
信
用
保
証
制
度
が
運
用
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
基
準
と
し
て
い
る
と
し
た
（7.798

‐7.804

）。 

　
パ
ネ
ル
は
、
輸
出
信
用
保
証
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
運
用
す
る
C
C
C
の
長
期
的
な
運
用
に
係

る
経
費
及
び
損
失
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

（7.804

‐7.807

）、
C
C
C
は
運
営
資
金
を
財

務
省
か
ら
有
利
子
借
り
入
れ
で
調
達
し
て
い

る
こ
と
（7.858

）、
Ｇ
Ｓ
Ｍ
‐
1
0
2
及
び

S
C
G
P
の
保
証
料
の
上
限
が
法
定
で
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
（7.860

）、
料
率
が
カ
ン

ト
リ
ー
リ
ス
ク
な
ど
を
考
慮
し
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
（7.861

‐7.863

）、
2
0
0
2
財
政

年
度
以
前
は
料
率
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
米
国
自
身
料
率
が
補
助
金
費
用

を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る

動向解析 



こ
と
（7.865

）
等
か
ら
、
本
件
輸
出
信
用
保

証
制
度
が
、
長
期
的
な
運
用
に
係
る
費
用
及

び
損
失
を
補
填
す
る
た
め
に
十
分
な
料
率
で

運
用
さ
れ
て
お
ら
ず
（7.867

）、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協

定
附
属
書
1
(j)
の
輸
出
補
助
金
に
あ
た
る
と

認
定
し
た
（7.869
）。 

　
そ
し
て
、
農
業
協
定
第
10
条
1
項
の
検
討

に
戻
り
、
パ
ネ
ル
は
、
綿
花
及
び
そ
の
他
の

譲
許
さ
れ
て
い
な
い
作
物
に
つ
い
て
は
農
業

協
定
第
10
条
1
項
に
違
反
し
て
、
輸
出
補
助

金
を
回
避
す
る
目
的
で
輸
出
信
用
保
証
制
度

を
用
い
て
い
る
と
認
定
し
た
（7.875

）。
ま
た
、

譲
許
表
に
あ
る
作
物
に
つ
い
て
は
、
米
に
つ

い
て
第
10
条
1
項
に
い
う
輸
出
補
助
金
を
交

付
し
て
お
り
、
そ
れ
が
第
9
条
1
項
の
リ
ス

ト
に
載
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
、
違
反

し
て
い
る
と
し
た
（7.876

‐7.881

）。 

　
さ
ら
に
、
③
農
業
協
定
第
10
条
2
項
が
輸

出
補
助
金
に
対
し
て
第
10
条
1
項
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
を
排
除
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
文
言
を
読
め
ば
、
第
10
条
2
項
に
そ
の

よ
う
な
意
図
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と

し
、
米
国
は
農
業
協
定
第
5
部
の
輸
出
補
助

金
に
関
す
る
約
束
に
違
反
し
て
い
る
と
認
定

し
た
（7.901,7.912

‐7.942

）。
さ
ら
に
パ
ネ

ル
は
、
こ
の
違
反
に
よ
り
、
本
件
輸
出
信
用

保
証
措
置
は
農
業
協
定
の
例
外
が
認
め
ら
れ

な
い
輸
出
補
助
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

S
C
M
協
定
第
3
・
1
条
(a)
及
び
第
3
・
2

条
に
違
反
す
る
と
し
た
（7

・948

）。 

  ４）

国
内
使
用
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
 

　
国
内
使
用
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
に

つ
い
て
は
、
S
C
M
協
定
第
3
・
1
条
(b)
の

輸
入
代
替
補
助
金
に
あ
た
る
と
し
て
ブ
ラ
ジ

ル
が
訴
え
て
い
た
の
に
対
し
、
米
国
は
、
同

支
払
い
は
農
業
協
定
第
6
条
3
項
に
規
定
す

る
国
内
助
成
で
あ
り
、
S
C
M
協
定
は
適
用

さ
れ
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
問
題
に

対
し
パ
ネ
ル
は
、
ま
ず
、
S
C
M
協
定
第
3
・

1
条
(b)
と
農
業
協
定
と
の
関
係
に
つ
い
て
検

討
し
、
そ
れ
ら
の
間
に
は
抵
触
は
存
在
し
な

い
と
し
た
上
で
（7.1058

）、
国
内
助
成
削
減

約
束
に
つ
い
て
規
定
す
る
農
業
協
定
第
6
条

3
項
の
遵
守
は
、
そ
の
ほ
か
の
適
用
さ
れ
う

る
W
T
O
法
上
の
義
務
を
遵
守
し
て
い
る
こ

と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ

て
S
C
M
協
定
第
3
・
1
条
(b)
の
義
務
を
免

除
す
る
も
の
で
も
な
い
（7.1058

）
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
農
業
協
定
第
6
条
3
項
の
国
内
生

産
者
の
た
め
の
（in favor of
）
助
成
は
、
国

産
品
を
輸
入
品
に
優
先
し
て
購
入
す
る
こ
と

を
義
務
づ
け
る
（req

u
ire

）
も
の
で
も
な
い

し
、
許
可
す
る
（au

th
orize

）
も
の
で
も
な

い
と
し
（7.1060

）、
農
業
協
定
附
属
書
3
も

単
に
国
内
助
成
の
助
成
合
計
量
（A

M
S

）
の

計
算
方
法
を
規
定
す
る
の
で
あ
っ
て
国
産
品

優
先
補
助
金
を
交
付
す
る
権
利
を
与
え
る
も

の
で
は
な
く
（7.1061

）、
国
内
使
用
者
向
け

ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
は
、
国
産
の
綿
花
を
購

入
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
S
C
M
協
定
第
3
・
1

条
(b)
に
違
反
す
る
輸
入
代
替
補
助
金
で
あ
る

と
し
た
（7.1088

）。 

  ５）
「
著
し
い
害
」 

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
米
国
の
一
連
の
国
内
助
成

措
置
は
い
ず
れ
も
S
C
M
協
定
第
2
条
に
い

う
特
定
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
（7.1121

）、

ブ
ラ
ジ
ル
市
場
、
米
国
市
場
、
世
界
市
場
で

「
著
し
い
価
格
上
昇
阻
害
（sig

n
ifican

t 

p
rice 

su
p
p
ression

）
を
も
た
ら
し
た
と
主

張
し
た
（7.1253

）。 

　
こ
れ
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
は
、
米
国
が
世
界

第
2
位
の
綿
花
生
産
国
で
あ
り
、
世
界
第
1

位
の
輸
出
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
綿
花
の
世

界
市
場
価
格
に
つ
い
て
実
質
的
な
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
と
認
定
し
（7

・1285

）、
Ｍ
Ｌ
Ｐ
、

ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
、
M
L
A
支
払
い
、
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
市
場
価
格
連
動
型
の
国
内
助
成
措
置

は
、
世
界
市
場
価
格
が
低
下
傾
向
に
あ
る
中

で
米
国
産
綿
花
の
生
産
と
輸
出
を
促
進
し
、

世
界
市
場
価
格
の
上
昇
を
阻
害
し
た
と
し
た

（7.1303

‐7.1312

）。
そ
し
て
、
価
格
上
昇
阻

害
が
「
著
し
い
」
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
事

実
関
係
、
市
場
の
性
質
等
を
勘
案
し
て
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
さ
れ
る
と
し
（7.1331

）、

結
論
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
S
C
M
協

定
第
6
．
3
条
(c)
に
い
う
著
し
い
価
格
上
昇

阻
害
効
果
を
も
た
ら
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
利
益

に
著
し
い
害
を
与
え
た
と
認
定
し
た
。 

　
パ
ネ
ル
に
お
い
て
は
、
①
P
F
C
支
払
い

及
び
D
P
は
、
農
業
協
定
第
13
条
(a)
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
、
②
対
象
期
間
中
の
米

国
の
国
内
助
成
の
額
は
農
業
協
定
第
13
条
(b)

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
、
③
米
国
の
輸

出
信
用
保
証
制
度
は
、
譲
許
表
に
記
載
の
な

い
作
物
に
つ
い
て
は
農
業
協
定
第
10
条
1
項

に
い
う
輸
出
補
助
金
約
束
の
迂
回
に
該
当
し
、

第
8
条
1
項
に
違
反
し
、
S
C
M
協
定
3
・

1
条
(a)
及
び
3
・
2
条
が
禁
止
し
た
補
助
金

に
該
当
す
る
、
④
輸
出
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2

支
払
い
は
農
業
協
定
第
3
条
3
項
、
8
条
に

違
反
し
、
S
C
M
協
定
3
・
1
条
(a)
及
び
3
・

2
条
が
禁
止
す
る
輸
出
補
助
金
に
あ
た
る
、

⑤
国
内
使
用
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
は

S
C
M
協
定
3
・
1
条
(b)
及
び
3
・
2
条
が

禁
止
す
る
輸
入
代
替
補
助
金
に
あ
た
る
、
⑥

ブ
ラ
ジ
ル
は
米
国
の
一
連
の
価
格
連
動
型
国

内
助
成
に
よ
っ
て
S
C
M
協
定
第
5
条
(c)
に

い
う
「
著
し
い
害
」
を
被
っ
た
、
等
が
認
定
さ

れ
、
パ
ネ
ル
は
、
米
国
に
こ
れ
ら
の
措
置
に

つ
い
て
の
是
正
を
勧
告
し
た
。 

 （２）

上
級
委
員
会
判
断
 

  １）

国
内
使
用
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
 

　
国
内
使
用
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
に

つ
い
て
は
、
パ
ネ
ル
が
、
S
C
M
協
定
第
3
・

1
条
(b)
に
違
反
す
る
輸
入
代
替
補
助
金
（
国

産
品
優
遇
補
助
金
）
と
認
定
し
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
米
国
は
、
同
支
払
い
は
農
業
協
定

第
6
条
に
規
定
す
る
国
内
助
成
削
減
約
束
対

象
と
な
る
国
内
助
成
で
あ
り
、
S
C
M
協
定

第
3
・
1
条
(b)
は
適
用
さ
れ
な
い
と
主
張
し

た
（526

）。 



こ
れ
に
対
し
、
上
級
委
は
、
農
業
協
定
は

S
C
M
協
定
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
が
、
農
業

協
定
に
お
い
て
S
C
M
協
定
第
3
・
1
条
(b)

と
同
様
の
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
が
問
題
で
あ
る
と
し
（533

）、
米
国
が
附

属
書
３
パ
ラ
7
が
S
C
M
協
定
第
3
・
1
条

(b)
の
国
産
品
優
遇
補
助
金
の
禁
止
の
例
外
に

あ
た
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

同
項
は
、
A
M
S
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
産
品
優
遇
補
助

金
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
（539

‐540

）、
国
産
品
優
遇
補
助
金
が

同
項
に
い
う
「
基
礎
農
産
品
の
生
産
者
に
利

益
を
与
え
る
」「
農
産
品
の
加
工
業
者
に
つ
い

て
の
措
置
」
に
あ
た
る
場
合
は
あ
り
え
る
が
、

そ
の
よ
う
な
措
置
で
国
産
品
優
遇
補
助
金
に

あ
た
る
も
の
が
、
S
C
M
協
定
第
3
・
1
条

(b)
の
禁
止
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
（539

‐542

）、

ま
た
、
農
業
協
定
第
6
条
3
項
は
国
産
品
優

遇
補
助
金
も
含
め
て
加
盟
国
の
国
内
助
成
の

総
量
に
つ
い
て
の
制
限
を
規
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
国
産
品
優
遇
補
助
金
の
交
付
を
認
め

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
（544

‐545

）、
農
業
に
関
す
る
国
産
品
優

遇
補
助
金
を
禁
止
補
助
金
か
ら
除
外
す
る
の

な
ら
ば
そ
の
よ
う
に
明
確
な
規
定
を
農
業
協

定
に
置
く
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
こ
と
（547

）

を
述
べ
て
、
国
内
使
用
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2

支
払
い
が
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
に
違
反
す
る
国
産
品

優
遇
補
助
金
で
あ
る
と
し
た
パ
ネ
ル
の
判
断

を
支
持
し
た
（552

）。 

  ２）

輸
出
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
 

　
米
国
は
、
輸
出
者
向
け
ス
テ
ッ
プ
2
支
払

い
に
つ
い
て
、「
使
用
」
に
基
づ
い
て
国
内
使

用
者
に
も
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
輸
出

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
」
支
払
わ
れ

る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
（564

）。 

　
こ
れ
に
つ
い
て
上
級
委
は
、
S
C
M
協
定

の
関
連
規
定
（
第
3
・
1
条
(a)
）
の
解
釈
を
参

照
し
つ
つ
、
ス
テ
ッ
プ
2
支
払
い
は
、
対
象

者
で
あ
る
輸
出
者
と
国
内
使
用
者
は
単
一
の

法
令
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
ら
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
輸
出
を
条
件
と
し
て
支
払
わ
れ
て
お
り
、

農
業
協
定
第
9
条
及
び
S
C
M
協
定
第
3
・

1
条
(a)
の
輸
出
補
助
金
で
あ
る
と
し
、
そ
の

よ
う
な
支
払
い
を
行
う
こ
と
で
米
国
は
農
業

協
定
第
3
条
3
項
及
び
第
8
条
に
違
反
し
て

い
る
と
い
う
パ
ネ
ル
の
判
断
を
支
持
し
た
（582

‐583

）。 

  ３）

輸
出
信
用
保
証
 

　
米
国
は
、
農
産
物
に
対
す
る
輸
出
信
用
保

証
が
第
10
条
1
項
の
規
律
に
服
す
る
と
し
た

パ
ネ
ル
の
判
断
は
誤
り
で
あ
る
と
主
張
し
た

（600

）。 

　
こ
れ
に
つ
い
て
上
級
委
は
、
第
10
条
2
項

は
、
輸
出
信
用
保
証
等
は
農
業
協
定
第
10
条

1
項
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
が
、
加
盟
国
は
そ

れ
ら
の
供
与
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
具
体
的
な

作
成
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り

（612

）、
第
9
条
1
項
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な

い
輸
出
補
助
金
に
現
在
適
用
さ
れ
る
規
律
は

第
10
条
1
項
で
あ
る
こ
と
（615

）、
米
国
の

解
釈
に
よ
れ
ば
、
加
盟
国
が
国
際
規
律
の
合

意
に
達
し
な
い
限
り
輸
出
信
用
保
証
そ
の
他

の
措
置
は
一
切
の
規
律
に
服
さ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
は
農
業
協
定
の
中

心
的
な
目
的
で
あ
る
輸
出
補
助
金
約
束
の
回

避
の
防
止
を
損
な
う
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う

こ
と（616

‐617

）等
を
述
べ
て
、
農
業
協
定
第

10
条
2
項
は
輸
出
信
用
保
証
そ
の
他
の
措
置

を
1
項
の
輸
出
補
助
金
規
律
か
ら
除
外
し
な

い
と
し
た
パ
ネ
ル
の
判
断
を
支
持
し
た
（627

）。 

　
な
お
、
農
業
協
定
第
10
条
2
項
の
解
釈
に

つ
い
て
は
個
別
意
見
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
輸
出
信
用
そ
の
他
の
措
置
に

つ
い
て
は
第
10
条
2
項
に
お
い
て
規
律
の
作

成
を
加
盟
国
が
取
り
組
む
こ
と
が
規
定
さ
れ

て
お
り
、
輸
出
信
用
そ
の
他
の
措
置
に
つ
い

て
特
別
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
を
加
盟
国

が
合
意
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
ら
の
規
律
の
「
作
成
に
向
け
て
努
力
す
る

こ
と
」
と
い
う
文
言
は
、
現
時
点
で
は
そ
の

よ
う
な
規
律
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
強
く
示

唆
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
、

条
文
の
文
脈
、
目
的
等
に
不
整
合
な
も
の
で

は
な
く
、
起
草
過
程
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
農
業
協

定
第
10
条
2
項
は
、
輸
出
信
用
そ
の
他
の
措

置
に
つ
い
て
の
将
来
の
国
際
規
律
の
合
意
に

向
け
た
努
力
義
務
と
合
意
成
立
後
の
遵
守
義

務
を
定
め
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ

て
、
第
10
条
1
項
を
含
め
た
農
業
協
定
の
輸

出
補
助
金
規
律
は
輸
出
信
用
そ
の
他
の
措
置

に
は
及
ば
ず
、
S
C
M
協
定
の
禁
止
補
助
金

規
律
も
及
ば
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。 

  ４）
「
著
し
い
害
」 

　
上
級
委
は
、「
著
し
い
害
」
に
関
連
す
る
パ

ネ
ル
判
断
を
お
お
む
ね
支
持
し
て
い
る
。
米

国
は
、
一
連
の
国
内
助
成
措
置
が
著
し
い
価

格
上
昇
阻
害
を
も
た
ら
す
と
し
た
パ
ネ
ル
の

認
定
は
誤
り
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
上
級

委
は
、
価
格
上
昇
阻
害
の
意
味
と
著
し
さ
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
の
認
定
を
支
持
し
（423

‐

427

）、
パ
ネ
ル
の
検
討
順
序
に
つ
い
て
も
誤

り
は
な
い
と
し
た
（431

）。
ま
た
、
米
国
は
、

補
助
金
の
効
果
に
つ
い
て
、
著
し
い
害
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め

に
は
そ
の
数
量
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張

し
た
が
、
上
級
委
は
、
相
殺
関
税
の
賦
課
と

は
異
な
り
補
助
金
の
撤
廃
ま
た
は
悪
影
響
の

除
去
が
救
済
措
置
と
し
て
取
ら
れ
る
S
C
M

協
定
第
3
部
の
手
続
に
お
い
て
は
補
助
金
額

を
正
確
に
算
定
す
る
こ
と
は
要
求
さ
れ
な
い

と
し
て
、
パ
ネ
ル
の
判
断
を
支
持
し
て
い
る

（464

‐466

）。 

　
そ
の
ほ
か
、
上
級
委
は
、
パ
ネ
ル
の
判
断

を
若
干
修
正
等
は
し
た
も
の
の
、
お
お
む
ね

支
持
し
、
米
国
に
対
し
農
業
協
定
及
び
Ｓ
Ｃ

Ｍ
協
定
に
違
反
す
る
と
認
定
し
た
措
置
に
つ

い
て
の
是
正
を
求
め
た
。 

　
米
国
は
、
原
手
続
の
判
断
を
受
け
て
、
ス

テ
ッ
プ
2
支
払
い
の
廃
止
、
輸
出
信
用
保
証

に
つ
い
て
の
新
た
な
料
率
体
制
の
公
表
な
ど

動向解析 



を
行
っ
た
が
、（「
著
し
い
害
」
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
）
M
L
P
及
び
C
C
P
に
つ
い
て

は
変
更
を
行
わ
な
か
っ
た

　（6）
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
、

こ
れ
ら
が
依
然
と
し
て
「
著
し
い
害
」
を
も

た
ら
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
輸
出
信
用
保

証
に
つ
い
て
実
施
措
置
が
不
十
分
で
あ
り
勧

告
の
履
行
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
を
主

張
し
、
履
行
確
認
手
続
パ
ネ
ル
の
設
置
を
要

請
し
た
。 

　
履
行
確
認
手
続
に
お
い
て
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

は
、
米
国
が
引
き
続
き
M
L
P
及
び
C
C
P

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
で
、
世
界
市
場
に
お

け
る
綿
花
の
著
し
い
価
格
上
昇
阻
害
を
通
じ

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
利
益
に
対
す
る
著
し
い
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
、
米
国
が
輸
出
信

用
保
証
に
つ
い
て
D
S
B
勧
告
を
実
施
す
る

措
置
を
採
ら
ず
違
法
な
輸
出
信
用
保
証
を
継

続
し
て
い
る
こ
と
等
を
主
張
し
た
。 

  
3
 
履
行
確
認
手
続
 

（１）

パ
ネ
ル
判
断
 

 １）

輸
出
信
用
保
証
 

　
輸
出
信
用
保
証
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
は
、
改

正
後
の
G
S
M
‐
1
0
2
が
農
業
協
定
第
10

条
1
項
に
い
う
輸
出
補
助
金
に
あ
た
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
原
手
続
パ
ネ
ル
と
同
様

の
分
析
方
法
を
用
い
て
、
最
初
に
料
率
が
輸

出
信
用
保
証
制
度
の
長
期
的
な
運
用
に
係
る

経
費
と
損
失
を
補
填
す
る
の
に
十
分
か
ど
う

か
を
検
討
し
、
次
に
制
度
の
構
造
等
を
検
討

し
た
。
パ
ネ
ル
は
、
O
E
C
D
の
輸
出
信
用

取
極
に
お
け
る
最
低
料
率
を
一
つ
の
証
拠
と

な
り
う
る
と
し
て
G
S
M
‐
1
0
2
の
料
率

の
比
較
対
象
と
し
、
結
論
と
し
て
料
率
が
長

期
的
な
運
用
に
係
る
経
費
と
損
失
を
補
填
す

る
の
に
十
分
で
は
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
制

度
の
構
造
等
に
つ
い
て
も
、
原
手
続
パ
ネ
ル

と
同
様
に
、
米
国
政
府
か
ら
の
支
援
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
、
国
別
の
リ
ス
ク
を
基
準
に
料

率
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
を
挙
げ
て
、

料
率
が
長
期
的
な
運
用
経
費
と
損
失
を
補
填

す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
と
認
定
し
、
改
正

後
の
G
S
M
‐
1
0
2
に
よ
る
輸
出
信
用
保

証
が
農
業
協
定
第
10
条
1
項
に
い
う
輸
出
補

助
金
に
あ
た
る
と
認
定
し
た
。
そ
し
て
、
非

対
象
品
目
に
つ
い
て
米
国
は
輸
出
補
助
金
を

交
付
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
約
束
の
回
避
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
対

象
品
目
に
つ
い
て
も
約
束
額
を
超
過
し
て
い

る
こ
と
か
ら
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
認
定
し

た
。
次
に
、
改
正
後
の
G
S
M
‐
1
0
2
に
よ

る
輸
出
信
用
保
証
は
輸
出
補
助
金
に
あ
た
り

農
業
協
定
が
禁
止
す
る
形
で
交
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
協
定
第
3
・
1
条
(a)

及
び
3
・
2
条
に
も
違
反
す
る
と
し
、
結
論

と
し
て
、
米
国
は
原
手
続
の
D
S
B
勧
告
を

実
施
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
定
し
た
。 

  ２）
「
著
し
い
害
」 

　
ま
ず
パ
ネ
ル
は
、
対
象
年
度
に
つ
い
て
は
、

直
近
の
2
0
0
6
市
場
年
度
を
排
除
す
べ
き

理
由
は
な
い
と
し
て
2
0
0
6
市
場
年
度
を

検
討
対
象
に
含
め
た
（10.18

）。
次
に
、
原
手

続
パ
ネ
ル
の
認
定
に
従
い
、
M
L
P
及
び
Ｃ

Ｃ
Ｐ
を
S
C
M
協
定
第
1
・
1
条
に
い
う
補

助
金
で
あ
り
、
第
1
・
2
条
に
い
う
特
定
性

を
有
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
は

S
C
M
協
定
第
3
部
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た

（10.20

）。 

　
パ
ネ
ル
は
、
S
C
M
協
定
第
6
・
3
条
(c)

に
い
う
「
著
し
い
価
格
上
昇
阻
害
」
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
M
L
P
及
び
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
よ
る
支
払
い
が
な
け
れ
ば
世
界
市
場
価

格
が
著
し
く
上
昇
し
た
か
ど
う
か
、
ま
た
は
、

実
際
よ
り
も
は
る
か
に
上
昇
し
た
か
ど
う
か

を
検
証
す
る
と
し
（10.47

‐10.49

）
、
①

2
0
0
6
市
場
年
度
を
考
慮
し
て
も
米
国
の

綿
花
生
産
及
び
そ
の
輸
出
が
世
界
市
場
価

格
に
対
し
実
質
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る

（10.58

）、
②
M
L
P
及
び
C
C
P
の
構
造
等

が
、
実
際
に
生
産
を
促
進
し
、
世
界
市
場
価

格
の
上
昇
を
著
し
く
阻
害
し
た（10.61

‐10.71

）、

③
米
国
に
お
け
る
綿
花
の
総
生
産
費
用
と
収

入
の
間
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
り
（10.189

‐

10.190

）、
M
L
P
及
び
C
C
P
が
な
け
れ
ば

生
産
面
積
と
生
産
の
水
準
は
相
当
低
く
な
る

で
あ
ろ
う
こ
と
（10.191

）、
な
ど
を
認
定
し
、

「
著
し
い
価
格
上
昇
阻
害
」
が
あ
る
こ
と
を
認

定
し
た
。 

　
パ
ネ
ル
は
、
M
L
P
及
び
C
C
P
は
Ｓ
Ｃ

Ｍ
協
定
第
6
・
3
条
(c)
に
い
う
著
し
い
価
格

上
昇
阻
害
効
果
を
も
た
ら
し
、
第
5
条
(c)
に

い
う
ブ
ラ
ジ
ル
の
利
益
に
対
す
る
悪
影
響
が

存
在
し
て
お
り
、
米
国
は
こ
れ
ら
の
条
項
に

違
反
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
第
7
・
8
条
の

「
当
該
悪
影
響
を
除
去
す
る
た
め
の
適
当
な

措
置
を
と
り
又
は
当
該
補
助
金
を
廃
止
す
る
」

義
務
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
、
G
S
M
‐

1
0
2
の
継
続
は
、
輸
出
補
助
金
削
減
約
束

の
非
対
象
品
目
及
び
対
象
品
目
に
関
す
る
輸

出
補
助
金
削
減
約
束
の
回
避
に
あ
た
り
、
農

業
協
定
第
10
条
1
項
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
、

第
10
条
1
項
に
違
反
す
る
輸
出
補
助
金
を
交

付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
削
減
約
束
に
し
た

が
っ
て
輸
出
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
る
）
第
8
条
に
も
違
反
し
て
い
る
こ

と
、
S
C
M
協
定
第
3
・
1
条
(a)
及
び
第
3
・

2
条
に
も
違
反
し
て
い
る
こ
と
等
を
認
定
し
、

米
国
に
対
し
、
農
業
協
定
へ
の
整
合
化
、
禁

止
補
助
金
の
廃
止
、
悪
影
響
を
も
た
ら
す
補

助
金
に
つ
い
て
の
悪
影
響
の
除
去
ま
た
は
当

該
補
助
金
の
廃
止
を
勧
告
し
た
。 

 （２）

上
級
委
員
会
判
断
 

  １）

輸
出
信
用
保
証
 

　
履
行
確
認
手
続
上
級
委
に
お
い
て
は
、
米

国
は
、
O
E
C
D
の
輸
出
信
用
取
極
に
お
け

る
最
低
料
率
と
の
比
較
等
が
誤
り
で
あ
る
旨

主
張
し
た
。
上
級
委
は
、
パ
ネ
ル
が
米
国
の

提
出
し
た
証
拠
を
重
視
し
な
か
っ
た
理
由
等

を
示
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
パ
ネ

ル
が
D
S
U
第
11
条
に
い
う
客
観
的
な
評
価

を
行
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
し
た
が
（295

）、

O
E
C
D
の
輸
出
信
用
取
極
に
お
け
る
最
低

料
率
と
の
比
較
、
料
率
上
限
規
制
な
ど
が
あ
 



る
こ
と
か
ら
見
て
、
パ
ネ
ル
の
判
断
が
誤
り

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
結
論
し
た
。 

  ２）
「
著
し
い
害
」 

　
上
級
委
は
、
経
済
分
析
を
参
照
し
な
が
ら

M
L
P
及
び
C
C
P
が
価
格
上
昇
阻
害
を
も

も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
パ
ネ
ル
の
判
断
に

誤
り
は
な
い
と
し
（356

‐358
）、
米
国
が
仮

に
価
格
上
昇
阻
害
が
あ
る
と
し
て
も
そ
れ
は

著
し
い
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
パ
ネ
ル
の
分
析
方
法
は
適
切
で

あ
り
、
著
し
い
価
格
上
昇
阻
害
が
存
在
す
る

と
し
た
パ
ネ
ル
の
認
定
に
誤
り
は
な
い
と
し

た
（360-366

）。 

　
上
級
委
は
、
お
お
む
ね
パ
ネ
ル
の
判
断
を

支
持
し
、
違
反
措
置
に
つ
い
て
農
業
協
定
及

び
S
C
M
協
定
に
整
合
化
さ
せ
る
よ
う
に
勧

告
し
て
い
る
。 

  
4
 
本
事
件
の
意
義
 

（１）

本
事
件
の
そ
の
後
 

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
価
格
連
動
型
国
内
助
成
に

つ
い
て
米
国
が
廃
止
ま
た
は
そ
の
悪
影
響
を

除
去
す
る
ま
で
、
対
抗
措
置
の
承
認
を
求
め
、

こ
の
金
額
の
算
出
に
つ
い
て
の
仲
裁
廷
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
補
助
金
協
定
に
お
け
る
「
著

し
い
害
」
を
ど
の
よ
う
に
認
定
し
、
そ
れ
に

対
す
る
対
抗
措
置
を
ど
の
よ
う
に
算
出
す
る

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
い
る
。
仲
裁

廷
の
判
断
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
詳
細
に
解
説

す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
簡
単
に
述
べ
る
と
、

ま
ず
、
仲
裁
廷
は
、
対
抗
措
置
の
定
義
を
検

討
し
た
後
で
、S
C
M
協
定
第
7
・
9
条
の
「
存

在
す
る
と
決
定
さ
れ
た
悪
影
響
」
に
つ
い
て

は
、
全
世
界
の
悪
影
響
で
は
な
く
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
み
の
悪
影
響
と
し
、
全
世
界
に
お
け
る

悪
影
響
を
認
定
し
た
上
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
綿

花
生
産
に
占
め
る
割
合
で
按
分
し
た
も
の
を

ブ
ラ
ジ
ル
の
対
抗
措
置
の
水
準
と
決
定
し
て

い
る
。 

 （２）

本
事
件
の
意
義
 

　
本
事
件
は
、
ま
ず
、
S
C
M
協
定
に
お
け

る
「
著
し
い
害
」
の
概
念
が
あ
る
程
度
明
確

に
さ
れ
た
と
い
う
点
で
の
意
義
が
大
き
い
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
批
判
も
あ
り

　（7）

、
今
後
こ

の
判
断
が
踏
襲
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
さ
ら
な
る
ケ
ー
ス
の
蓄
積
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。
農
業
協
定
に
関
連
す
る
本
事
件
の

意
義
と
し
て
は
、
次
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。 

　
ま
ず
、
農
業
協
定
と
S
C
M
協
定
と
の
関

係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｓ
Ｃ

Ｍ
協
定
第
3
条
で
は
、「
農
業
協
定
に
定
め

る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
輸
出
補
助
金
及
び
国

産
品
優
遇
補
助
金
を
禁
止
し
て
い
る
。
米
国

は
、「
農
業
協
定
に
定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
使
用
者
向
け
ス
テ

ッ
プ
2
支
払
い
が
S
C
M
協
定
に
い
う
禁
止

補
助
金
に
は
あ
た
ら
な
い
と
主
張
し
た
が
、

上
級
委
は
、
S
C
M
協
定
第
3
条
柱
書
は
、

農
業
協
定
が
禁
止
補
助
金
に
つ
い
て
の
禁
止

を
除
外
す
る
よ
う
な
明
示
の
規
定
を
設
け
て

い
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
と
し
て
、
米

国
の
主
張
を
斥
け
て
い
る

　（8）
。 

　
次
に
、「
輸
出
を
条
件
と
す
る
」
こ
と
に
つ

い
て
の
解
釈
が
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
国
内
向
け
・
輸

出
者
向
け
の
補
助
金
の
供
与
が
同
一
の
法
令

で
規
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
が

明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
輸
出

者
向
け
の
部
分
を
「
輸
出
を
条
件
と
す
る
」

も
の
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
理
解
し
た
。 

　
第
3
に
、
輸
出
信
用
保
証
に
つ
い
て
の
解

釈
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
米
国
は
、

農
業
協
定
第
10
条
2
項
は
、
将
来
の
国
際
規

律
の
合
意
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
、
合
意

成
立
後
は
そ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、

上
級
委
は
こ
の
こ
と
は
認
め
た
も
の
の
、
現

在
の
輸
出
信
用
保
証
に
適
用
さ
れ
る
規
律
が

な
い
こ
と
を
示
す
わ
け
で
は
な
く
、
輸
出
信

用
保
証
に
つ
い
て
は
農
業
協
定
第
10
条
1
項

の
規
律
が
及
ぶ
と
し
た
。（
し
か
し
な
が
ら
こ

れ
に
つ
い
て
は
個
別
意
見
も
付
さ
れ
て
お
り
、

交
渉
経
緯
か
ら
す
れ
ば
米
国
の
主
張
ど
お
り

で
は
な
い
か
と
す
る
批
判
も
あ
る

　（9）
。） 

　
次
回
は
、
E
C

‐砂
糖
補
助
金
事
件
（D

S
 

265

）
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。 

�

注
（１）
ブ
ル
キ
ナ
・
フ
ァ
ソ
、
ベ
ニ
ン
、
チ
ャ
ド
、
マ
リ
の

4
カ
国
。 

　
（２）

2
0
0
3
年
9
月
に
行
わ
れ
た
カ
ン
ク
ン
閣
僚
会

議
に
お
い
て
上
記
4
カ
国
が
共
同
で
提
出
。

P
O
V
E
R
T
Y
 

R
E
D
U
C
T
IO

N
: 

S
E
C
T
R
A
L
 

IN
IT

IA
T
IV

E
 IN

 F
A
V
O
U
R
 O

F
 C

O
T
T
O
N
, 

Join
t 

P
rop

osal 
b
y
 
B
en

in
, 
B
u
rk

in
a 

F
aso, 

C
had 

and 
M

ali, 
W

T
/M

IN

（03

）/W
/2 

（14 

A
ug. 2003

）. 

　
（3）
以
下
の
説
明
は
パ
ネ
ル
報
告
書
の
説
明
に
よ
る
。

1
9
9
6
年
、
2
0
0
2
年
米
国
農
業
法
に
つ
い

て
は
、
詳
し
く
は
服
部
（
1
9
9
7
）、
大
江
（
2
0
0
2
）

を
参
照
。 

　
（4）

P
F
C
支
払
い
及
び
D
P
は
、
一
般
的
に
は
「
直

接
固
定
支
払
い
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
1
9
9
6

年
農
業
法
に
お
い
て
制
定
さ
れ
（
P
F
C
支
払
い
）、

2
0
0
2
年
農
業
法
で
品
目
を
拡
充
し
継
続
さ
れ

た
も
の
（
D
P
）
と
理
解
さ
れ
る
。 

　
（5）
以
下
本
稿
の
（
　
）
内
の
番
号
は
、
パ
ネ
ル
報
告
書

及
び
上
級
委
員
会
報
告
書
に
お
け
る
パ
ラ
グ
ラ
フ

番
号
。 

　
（6）
米
国
の
対
応
に
つ
い
て
詳
し
く
は
服
部
（
2
0
0
6
a
）

を
参
照
。 

　
（7）
例
え
ばS

tein
b
u
rg

（
2
0
0
5
）
は
、
補
助
金
の

交
付
と
「
著
し
い
害
」
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て

の
パ
ネ
ル
の
行
っ
た
論
証
が
厳
密
さ
に
欠
け
る
と

批
判
し
、
よ
り
精
緻
な
経
済
分
析
が
行
わ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、Sp

ir 
an

d
 

T
rach

tm
an

（
2
0
0
8
）
は
、「
著
し
い
害
」
の

実
際
の
額
な
ど
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
パ
ネ
ル
に

経
済
分
析
を
す
る
だ
け
の
能
力
に
欠
け
る
こ
と
か

ら
専
門
家
の
利
用
を
提
言
し
て
い
る
。 

　
（8）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
な
意
見
と
否
定
的
な

意
見
と
が
あ
る
。
中
川
（
2
0
0
5
）、
84
頁
参
照
。 

　
（9）
山
下
（
2
0
0
5
）、
30
―
33
頁
。 

動向解析 
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